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高知地方最低賃金審議会 議事録 

高知労働局 
第５４期 第９回 

開催年月日 令和６年８月１日 
開催場所  高知労働局 別館会議室（３０１） 

 

 
次回本審開催予定日    令和６年８月 

 
［開会］ 午前９時３２分 
会 長  ただ今から、第５４期第９回高知地方最低賃金審議会を開催します。 

まず、本日の会議の定足数について、事務局から報告をお願いします。 
 
賃金室長  本日は、委員１５名のうち全員の出席となり、最低賃金審議会令第５条第

２項に定める定足数を満たしておりますので、本審議会が有効に成立してい
ることをご報告します。 

 
会 長  次に、この本審に引き続き開催されます専門部会の委員等について事務局

から説明してください。 
 
賃金室長  ここで頭撮りは終了いたします。 

高知県最低賃金専門部会の委員につきましては、関係労使から推薦を受け
た候補者のうちから令和６年７月１８日付けをもちまして、委員に任命しま
したので報告します。 
任命した委員の皆様につきましては、お手元の議事次第の資料２ページを
ご覧ください。名簿の順に委員のお名前をご紹介します。 
公益委員は、近藤啓明委員、中橋紅美委員、浜田久美子委員、 
労働者代表委員は、市川稔道委員、白木政行委員、丸山玲子委員、 
使用者代表委員は、沖田良二委員、中澤陽一委員、宮地貴嗣委員です。 

出席委員数  
議題 １ 中央最低賃金審議会における 

「令和６年度地域別最低賃金額改定の目安 
について（答申）」の伝達について 

 公益代表 ５名 
 ２ 特定最低賃金の改正決定の必要性の有無 

について（諮問） 
 労働者代表 ５名  ３ その他 
使用者代表 ５名    
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会 長  次は、７月２２日に行いました、事業場実地視察について事務局から結果

の概要について報告をお願いします。 
 
賃金室長  当日は、製造業のうち、製紙会社を営む企業の工場に赴き、委員による視

察を行いました。 
工場内の視察では製造ラインの機械などを見学し、製造工程などの説明を
受けました。 
工場視察のあとは、労働者の方から、現在の生活状況や最低賃金の改正審
議に対する要望などをお聞きし、また、事業主の方から、物価高騰による価
格転嫁の難しさや、業界の状況、厳しい経営状況などのお話をお聞きするこ
とができました。 

 
会 長  視察には専門部会の委員も多数参加されています。 

委員それぞれの立場で事業場の実情がつかめたのでないかと思います。 
今後の審議の参考としていただきますようお願いします。 
次は、中央最低賃金審議会において、令和６年度地域別最低賃金額の改定
に関する目安の答申がなされました。 
目安について事務局から説明をお願いします 

 
賃金室長  別冊資料の０にあります、中央最低賃金審議会の目安の答申文をご覧くだ

さい。 
昨年に引き続き、同審議会からのビデオメッセージが届いておりますの
で、このままご覧ください。 

 
（約１６分間上映） 
 
賃金室長  以上が、中央最低賃金審議会からのメッセージです。 

これをもちまして、目安の伝達とさせていただきます。 
事務局からは、後ほど資料説明をさせていただきます。 

 
会 長  事務局から目安の説明が行われたところですが、ご意見はございますか。 

今のところよろしいですか。 
 

― 意見なし ― 
 
会 長  続きまして、次の議事である「特定最低賃金の改正決定の必要性の有無に
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ついて」に進みます。 
まず、申出要件について、本審議会において審議いたしますので、事務局
から、現在までの申出状況について説明してください。 

 
賃金室長  本年度、２業種について改正の申出がございました。 

議事次第に添付している資料の６ページの申出書の写しをご覧ください。 
７月１２日付けで、全日本運輸産業労働組合連合会高知県協議会から高知
県一般貨物自動車運送業最低賃金の改正の申出がありました。 
こちらの申出は、いわゆる労働協約ケースとなります。 
高知県一般貨物自動車運送業最低賃金の適用労働者数は本年３月１５日に
開催しました第７回本審において承認されましたように２，０５３名で申出
書の項目４に記載されています。 
これに対して労働協約の適用労働者数は３９０名で、その割合は１８．９
９％となっております。 
したがいまして、本申出は、中賃のいわゆる「６１年答申」と照らし、
「当該新産別最低賃金の適用を受ける労働者の概ね３分の１以上のものに賃
金の最低額に関する労働協約が適用されている場合」に該当せず、申出要件
を満たしていないと考えています。 
そのため、今年度については改正の諮問については見送ることとしたいと
考えております。 
次に、１２ページの申出書の写しをご覧ください。 
５月２３日付けで、電機連合高知地域協議会から高知県電子部品・デバイ
ス・電子回路、電子応用装置、映像・音響機械器具製造業最低賃金の改正の
申出がございました。 
こちらの申出は電子部品等製造業最低賃金の適用を受ける労働者によるも
ので、いわゆる公正競争ケースとなります。 
電子部品等製造業最低賃金の適用労働者数は、先ほどと同じ第７回本審に
おいて承認されましたように４３９名で、申出書の項目１に記載されていま
す。これに対して適用労働者数は１３８名で、その割合は３１．４４％でし
た。 
したがいまして、本申出は、中賃のいわゆる「６１年答申」と照らし、
「公正競争を確保する観点から当該新産業別最低賃金の改正等が必要と認め
られる場合（当該新産別最低賃金の適用を受ける労働者又は使用者の概ね３
分の１以上の合意がある場合を含む。）」に該当するものと考え、申出要件
を満たすものと考えております。 

 
会 長  ただ今、事務局から説明がありましたように、１業種は申出要件を満たし
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ておらず、もう１業種は申出要件を満たしているということです。 
申出要件について、何かご意見がありましたらお願いします。 

 
― 意見なし ― 

 
会 長  それでは、事務局の説明のとおりといたします。 

先ほどの説明のとおり、高知県電子部品等製造業最低賃金の改正決定の申
出については、申出要件を満たしていることから、当該業種について、高知
労働局長より、特定最低賃金の改正決定及び決定の必要性の有無の諮問をさ
れるとのことです。 
局長、お願いします。 

 
― 局長から会長に諮問文を手交 ― 

【写真撮影】 
 
会 長  それでは、事務局から諮問文を配付してください。 

配付が終わるまで少しお待ちください。 
 

― 諮問文を傍聴人も含め全員に配付 ― 
 
会 長  事務局から諮問文の朗読をお願いします。 
 

― 事務局 諮問文朗読 ― 
 
会 長  それでは、菊池高知労働局長よりご挨拶をお願いします。 
 
局 長  皆様方におかれましては、労働行政の運営にご支援、ご協力を賜りまし

て、誠に感謝申し上げます。 
諮問に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 
先ほど、高知県電子部品・デバイス・電子回路、電子応用装置、映像・音
響機械器具製造業最低賃金の改正決定の必要性につきまして、諮問させてい
ただきました。 
ご審議の結果、「改正決定の必要性あり。」ということになりましたら、
改めて、金額の改正につきましての諮問をさせていただきたいと存じます。 
どうぞ、円滑なご審議を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 
会 長  ただ今、局長から高知県電子部品等製造業最低賃金の改正決定について必
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要性の有無に係る諮問を受けましたので、特別小委員会を設置したいと思い
ますが、前回の審議会において、特別小委員会は公労使各３名の本審委員で
構成することとしておりますので、選出していきたいと思います。 
なお、委員が都合で出席できない場合の代理委員１名も併せて選出をお願
いします。 
公益は、上村委員、中橋委員、浜田委員を担当委員とします。 
私が代理を務めることとします。 
次に、労働者代表委員から選出をお願いします。 

 
市川委員  労側は私 市川と大﨑委員、白木委員が担当し、代理は丸山委員としま

す。 
 
会 長  使用者代表委員はどうしましょうか。 
 
沖田委員  使側は私 沖田と片山委員、白山委員が担当し、代理は中澤委員としま

す。 
 
会 長  それでは、特別小委員会を担当することとなった委員の皆様はよろしくお

願いします。 
なお、昭和５７年の中央最低賃金審議会の答申の了解事項といたしまし
て、新産業別最低賃金の決定等の必要性につきまして諮問された場合には、
「審議会は全会一致の決議に至るよう努力するものとする。」とされており
ますので、この点を審議に当たり、ご配慮いただくようよろしくお願いしま
す。 
また、特別小委員会の議事録の確認担当者については例年、第１回特別小
委員会で決定しておりますので、そのような取扱いとします。 
事務局においては、第１回目電子の特別小委員会の日程調整を行ってくだ
さい。 
次は、電子特別小委員会を公開するかどうかについてです。 
特別小委員会については、座長の選出、関係資料の説明のほか、改正の必
要性を審議することとなります。 
この審議においては参考人の招聘を予定していることから、個別の企業の
話になることもあるかもしれないと思われます。 
参考人には事前に公開とすることをお伝えし、個別企業名等の発言にご配
慮をお願いすることとして、例年どおり、公開することでよろしいでしょう
か。 
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― 異議なし ― 
 
会 長  了承いただきましたので、事務局には、公開することへの対応をお願いし

ます。 
次は、その他ということですが、これから最低賃金の改正審議が行われる
にあたりまして、統計資料等について事務局から説明をお願いします。 

 
賃金室長  まず、別冊資料につきましては、資料０から８までのそれぞれのページの

下の中央に、少し大きめの墨付きかっこをつけたページ数をふっておりま
す。 
資料１の２１ページをご覧ください。 
消費者物価指数の対前年上昇率の推移となります。 
高知県の属するＣランクは、令和５年５月から令和６年５月で３．６％上
昇しており、昨年は３．８％上昇しておりました。 
なお、消費者物価指数については、また後ほど説明させていただきます。 
次は、２３ページの影響率の推移につきまして、全国平均で２１．６％、
高知県もそれに近い２０．９２％でした。 
次は、４０ページをご覧ください。 
ランク別・都道府県別の一人当たりの県民所得、４人世帯の標準生計費に
ついてです。県民所得のデータは、令和２年度となりますが、高知県は、前
年と同じで全国４１番目、Ｃランク１３県の中では８番目の所得で、中くら
いにあります。４人世帯の標準生計費では、高知県は全国で２２番目となっ
ており、中位に近いところとなっております。 
次は、４１ページをご覧ください。 
有効求人倍率となりますが、高知県は令和５年に１．２０倍で、Ｃランク
内では沖縄に次いで低くなっております。 
次の４２ページは、失業率です。右から２列目の令和５年は高知県２．
０％となっており、Ｃランクでは、沖縄、青森が高くなっております。 
次は、５４ページをご覧ください。就業者数を示しております。 
令和５年は高知県は、３４万人と減少しており、Ｃランクでは、高知も含
み、８県減少しています。 
続きまして、資料２の４ページをご覧ください。 
令和６年の賃金改定状況調査の結果ですけれども、上の段の左から３列目
の卸売・小売業で、令和６年１月から６月の間に賃上げを実施した事業所の
割合につきまして、Ｃランクが４１．８％となっておりますが、昨年は３
７．３％でしたので、賃金を改定した事業場の割合が増加しております。 
次に、７ページが第４表となります。 
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上の段の産業計及び男女計のＣランクの賃金上昇率は２．７％となってお
りまして、連合春季賃上げ妥結状況の中小企業の賃上げ率は４．４５％、経
団連の中小企業は３．９２％となっており、調査結果の賃上げ率が低く出て
おります。 
その下の女性のＣランクでは、時間額で１，１３８円から１，１６８円へ
２．６％上昇となっており、産業計よりも低くなっております。 
次の８ページの第４表②は、一般とパートの労働者別に、各ランクの時間
額と上昇率が示されております。 
Ｃランクのパートは、産業計で、令和５年６月が１，０５４円で、６年は
２．２％上がって１，０７７円となっております。 
卸売・小売業は０．７％上がって１，０８１円、宿泊・飲食サービスは
２．４％上がって、１，０１１円となっております。 
また、生活関連サービス・娯楽は５．９％上がって１，０２０円となって
おります。 
次の９ページをご覧ください。 
昨年の６月と今年の６月両方に在籍していた労働者のみを対象として集計
しております。途中入社または退社した労働者が除かれていますので、より
正確な賃上げ率を示すデータとなっております。 
一番上の計のＣランクの産業計では、３．１％上昇、３列目の卸売・小売
業が２．７％、５列目の宿泊・飲食サービスでは１．９％、生活関連サービ
ス・娯楽が４．５％上昇しております。 
また、下のほうのパートのＣランクは産業計で２．４％、３列目の卸売・
小売業で１．４％、５列目の宿泊・飲食サービス業で１．６％、生活関連サ
ービス・娯楽で６．１％上昇となっております。 
これらの結果、昨年と比較して今年度の賃金上昇率は高くなっております
けれども、業種によるバラつきが見られます。 
次は、１８ページをご覧ください。 
地域別最低賃金額の未満率と影響率です。下の表をご覧ください。 
高知県は昨年８９７円になったことで賃金に影響を与えた労働者の割合が
２０．９％となっています。 
次に、５７ページをご覧ください。左下にありますのが高知県となってお
ります。 
グラフは短時間労働者の賃金の分布の表になり、縦軸は人数、横軸は賃金
額となります。 
令和５年の賃金構造基本統計調査をもとに作成したものですので、最低賃
金が８５３円のときの調査で、８９０円と９００円の人数が多いことがわか
ります。 
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次は、資料４の８ページをご覧ください。 
下に注１として基礎的支出項目の説明がございます。 
基礎的支出項目は、必需品的なもので食料、家賃光熱費、保健医療サービ
スなどが該当しますので、最低賃金近傍の労働者には基礎的支出項目である
必需品の上昇が、家計を圧迫することが考えられます。 
この基礎的支出項目のデータは、全国データしかございませんけれども、
６月は３．６％の上昇となっております。 
６月の消費者物価指数の総合は、２．８％の上昇でした。 
高知市の６月総合は２．６％の物価上昇ですから、全国の総合より低くな
っております。 
この、高知市の上昇の割合に、全国の基礎的支出の上昇の割合をかけまし
て、概算で高知市の基礎的支出項目の物価上昇率を計算しますと、３．３
４％となります。 
こちらはあくまでも概算ですけれども、高知市における基礎的支出項目の
物価上昇は、３．３４％くらいと考えられます。 
次に、資料６の１ページをご覧ください。 
第１表は、鉱工業の生産指数です。 
令和２年を１００として、令和５年１２月までは緩やかな動きでしたが、
令和６年に入り、動きが大きくなっております。 
２ページの第３表は、倒産件数の推移です。 
令和６年の１月からの倒産件数は１５件で、昨年が８件でしたので、増加
しております。 
第４表は、消費者物価指数で、令和２年を１００として、表の右端の令和
６年６月には全国が１０８．２％、高知市は全国の上昇率に近い１０７．
９％となっております。 
第５表は、有効求人倍率です。 
左側のグラフが年度ごとですけれども、令和２年度から令和４年度まで上
昇したあとに、令和５年度で下がっております。 
右側は、月別に見たものですが、高知県は令和６年４月から下がっており
ます。 
４ページの第７表は、標準生計費です。 
全国平均より高くなっており、全国２２番目、Ｃランクでは４番目に高い
状況です。 
５ページの第９表は、賃金構造基本統計調査で、１０人以上の規模の事業
所の高卒初任給です。 
令和３年から４年については下がっておりましたが、令和５年に大きく上
昇しております。 
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下の第１０表は、同じく高卒初任給ですが、高知県内の安定所が３月から
５月に受理した新規学卒者の雇用保険資格取得届を集計したものです。 
６年のところは、５年度の卒業生となります。 
安定所での集計が令和６年から男女計となっておりますけれども、この集
計でも、令和５年から６年については、大きく上昇しています。 
次に、６ページの第１１表をご覧ください。 
女性パートの賃金で、１０人以上の規模を集計したものですが、１，１７
９円で５７円上昇しておりまして、全体的には上昇傾向にあるものと思われ
ます。 
第１２表は、事業場規模１０人以上の女性パートタイムの業種別賃金を集
計したものです。業種により異なりますけれども、令和元年と比較すると、
全業種で上昇しております。 
次は、７ページをご覧ください。 
毎月勤労統計調査ですが、６年４月分で事業所規模５人以上のデータで
す。 
決まって支給する給与は、前年同月比で３．６％と上昇しております。 
その下の総労働時間数は１．２％減少しており、労働時間が減っても賃金
は上昇している状況です。 
次は、２４ページをご覧ください。 
本年７月の求人情報誌の求人金額を調べたものですが、左の表の業種別求
人数の多いところは、卸売・小売業が４２件、飲食・宿泊が６４件、サービ
ス業が５９件となっており、昨年の求人数２５０件に対して今年は２１２件
となっております。 
９００円台が７７件で全体の３６．３％、９１０～９５０円台の求人が５
６件で全体の２６．４％となっており、これらを合わせると、６２．７％を
占めることになります。 
次は、３１ページをご覧ください。 
高知県内企業の賃上げ調査で、正社員の賃上げを行った企業の割合は、昨
年より３．９ポイント低下、８６．６％となっています。 
また、非正規社員の賃上げも昨年より２．８ポイント低下し、６０．９％
となっています。 
次は、５１ページをご覧ください。 
上のグラフは、県民所得と労働分配率の推移になります。 
労働分配率は、令和２年の６７．１％から令和３年は６２．６％に低下し
ています。 
全国は７３．１％ですので、全国と比べると高知県の労働分配率は、低く
なっております。 
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次は、９１ページをご覧ください。 
日銀高知支店の高知県金融経済概況ですが、概論で「高知県の景気は、持
ち直しの動きが続いているものの、一部で弱めの動きがみられる中、そのペ
ースは一段と鈍化している。」となっております。 
個人消費は持ち直しのペースが鈍化し、観光は増勢が鈍化、公共投資は弱
めの動きで、設備投資は持ち直しに転じて、全体では横ばい圏内で推移、労
働需給は求人面で弱さがみられ、雇用者所得は増加している、とのことで
す。 
先行きにつきましては、企業・家計の両部門において所得から支出へ前向
きの循環が続く、となっておりますが、①コストの上昇と価格転嫁の動向、
②人手不足の影響と賃金の動向、③海外経済の動向の影響等に注視する必要
がある、とのことです。 
次は、１１４ページをご覧ください。 
高知県内企業の景況調査で、今季４～６月期について総合判断ＢＳＩは、
全産業でプラス１となり、前期から６ポイント上昇しております。 
なお、円安により、企業は「コストの増加」や「販売価格への転嫁ができ
ず利益が減少」といった影響を受け、利益面で厳しさを増し、また、「国内
における買い控え」が散見されるようになり、個人消費はやや弱めの動きと
なっている、とのことです。 
次は、１２７ページをご覧ください。 
高知市消費者物価の最新データで、令和６年６月分になります。 
前年同月比で、総合は２．８％、生鮮食品を除く総合も２．６％、生鮮食
品・エネルギーを除く総合では２．２％の上昇となっております。 
主に上昇したものは、光熱・水道が７．５％で、電気代の上昇が大きくな
っております。 
次に、資料７、「令和６年度最低賃金に関する基礎調査結果」です。 
１ページは、調査の概要で、その３の調査対象で、製造業及び情報通信業
のうち新聞、出版のみ１００人未満で、その他は３０人未満の事業場が対象
となっております。 
５の調査対象期日は、今年の６月分の賃金となっております。 
６の集計結果につきましては、調査対象の母集団に事業所数比で復元した
数値で、母集団事業所数１万５千４１２に対し、調査事業所数７８９事業
所、労働者数が６，６７２人の調査を行いました。 
３ページには、復元した結果を総括表（１）として添付しております。 
労働者にはパートも含めた人数となっています。 
現在最低賃金は８９７円ですので、８９７円未満の方が全体の１．１％、
８９７円までの方を含めると３．６％ということになります。 
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次に、７ページをご覧ください。 
この総括表は、パートのみの集計で、８９７円までの労働者が全体の４．
５％となっております。 
次に、１３ページをご覧ください。 
パートを含む全労働者のデータですけれども、目安５０円が示されました
ので、目安どおり引き上げられた場合は９４７円のところになります。 
影響率につきましては、最低賃金が９４７円に引き上げられても、もとも
と９４７円以上で支払っている人には影響がないということで、賃金額が９
４６円までの人に影響を与える、という数値になります。 
影響率は、２２．０９％となります。 
次に、資料８、最低賃金額と生活保護費の比較、をご覧ください。 
高知県におきましては、高知県最低賃金の１か月換算額と、生活保護費で
ある、生活扶助と住宅扶助の実績額の合計とを比較することにより、高知県
最低賃金の可処分所得額と生活保護費を比較したものです。 
生活保護費及び住宅扶助実績値は、令和４年度を使用しておりますが、こ
ちらが新しいデータということになりますので、生活保護費と令和４年度の
最低賃金を比較するということとなります。 
１ページの本省が示した高知県の生活保護費は、９２，０８３円で、令和
４年度の最低賃金の１か月換算額から可処分所得を割り出した金額は１１
９，６３９円であり、高知県最低賃金額が上回っております。 
２ページは、生活保護費と最低賃金の可処分所得について、高知県のデー
タで本省の計算と合致しているか確認したものです。 
網掛け部分が生活保護費となり、下の段の網掛け部分の左隣が可処分所得
となり、間違いないことが確認できます。 
なお、可処分所得割合の０．８０７は、税・社会保険料・雇用保険料を考
慮した可処分所得の総所得に対する比率となります。 

 
会 長  時間の制約もありますので、統計資料についてご質問がある場合は事務局

に問い合わせることとして、委員から質問等があった場合は、専門部会及び
質問のあった委員に回答するようにしてください。 
次は、第１０回本審についてです。 
次回の本審は、専門部会で全会一致とならなかった場合に開催し、採決を
行うこととなります。 
この採決に関しては特段非公開とする必要はないと考えられますが、公開
とすることとしてよろしいでしょうか。 

 
― 異議なし ― 
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会 長  異議がありませんでしたので、本審で採決することとなった場合について

は公開とすることとします。 
本審の日程はどのようになっていますか。 

 
賃金室長  本審の日程については、専門部会の状況に応じて、調整をさせていただき

ます。 
 
会 長  それでは、日程が確定次第、事務局において公開の対応とともに、本審の

開催の見通しなどについてできる限り細かく委員への連絡を行うようにして
ください。 
次に、地域別最低賃金の改正の意見に関する異議申出があった場合に、い
わゆる異議審を開催しますが、この公開についてお諮りします。 
今年度も公開とする取扱いでよろしいでしょうか。 

 
― 異議なし ― 

 
会 長  了承いただきましたので、事務局には、公開することへの対応をお願いし

ます。 
これから専門部会おいて審議を行っていただくこととなりますが、審議を
行うにあたって労使双方の委員からご意見をお伺いしたいと思いますが、労
働者代表委員から何かございますか。 

 
市川委員  特にないです。 
 
会 長  使用者代表委員から何かございますか。 
 
沖田委員  ありません。 
 
会 長  この場では特にないということですが、労使のご意見と中賃の答申を踏ま

えまして、今後の専門部会におきまして、十分な審議を尽くしていただき、
できる限りの合意を図っていただきますよう、よろしくお願いします。 
次は事務局からの報告があるようですので、お願いします。 

 
賃金室長  ２点ご説明します。 

まず、議事次第の１５ページをご覧ください。 
郵政産業労働者ユニオン高知支部から、「高知県最低賃金の改正決定に係
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る意見書」が提出されております。 
意見の内容としましては、 
１ 高知県最低賃金は、時給１，５００円を目指し、大幅に引き上げるこ
と。 
２ 地域別最低賃金の地域間格差を縮小するための改正をすること。とな
っております。 
次に、１７ページをご覧ください。 
昨年の答申の写しを添付しておりますが、その次のページの項目２に高知
労働局への要望事項がございます。 
業務改善助成金についてですが、昨年度におきましても、高知県と連携を
図り、事業者団体などへの周知依頼と最低賃金の広報と合わせて周知を行っ
た結果、申請、交付決定の件数におきまして、その前年度の令和４年度の約
５倍程度の件数となっており、大きく伸びています。 
引き続き、業務改善助成金の活用促進を図ってまいります。 

 
会 長  事務局のただ今の説明について、何かご意見はありますでしょうか。 
 

― 意見なし ― 
 
会 長  以上で本日予定していました議題はすべて終了しましたが、ほかに何かご

ざいますか。 
 

― 意見なし ― 
 
会 長  ないようでしたら、閉会といたします。 

なお、高知県最低賃金の専門部会及び電子の特別小委員会の各委員におか
れましては、暑い時期で大変ですが、円滑な審議をよろしくお願いいたしま
す。 

 
［閉会］ 午前１０時３５分 


